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1.強 酸性電解水の有効塩素測定法

強酸性電解 水の有効塩素測定法確立 を 目的 として,強 酸性電解水及 び擬似的酸性水 を

pH2～pH3.5の 範囲で所定 の有効塩 素量 となるよ う調製 し,各 種公定分析法及び測定法 を

比較 し以下の結果 が得 られ た。強酸性電解水の有効塩素量 をDPD滴 定法で定量す る場合

はDPD溶 液 と緩衝液 を十分混和 した後にpH6.2～65に おいて試料溶液 を加 える必要があ

る(methodA)。 強酸性電解 水の有効 塩素 量はNaOHに よ りpHを10～11と して292nmの 吸光

度 の測 定 に よって定量 で きる(methodB)。 同一溶 液の 定量値 は有 効塩 素 量が多 い場

合 は 、methodA>methodBと な り、 この違 い は有 効塩 素以外 の酸 化性 物質 の存 在 に

よる と考 え られ た。 以上 より,強 酸性 電解水 の有効塩 素を正確 に測定す るためには紫外

可視分光法が望 ま しい と考え られ た。

2.強 酸性電解水の殺菌効果に対す るpHの 影響

強酸性電解 水及び擬似的酸性水をpH2～pH3,5の 範囲で5～20mg!Lの 有効塩 素量 となる

よ う調製 し,殺 菌効果試験 を行った。 強酸性電解水の規格 基準内(有効塩素量20mg!L)で

あれば即効的な殺菌効果 を示 した。検討 微生物 に対 して 、混 和5秒 で殺 菌効果 を呈す る

pHは3.01～3.52、 有効塩 素量20mg/L、 混和15秒 ではpH3.01で15田g/Lで あった。P.aer

〃8掬038は 、pHが 低 い ほ ど必 要有効 塩素 量は低 く(pH2.17で5mg/L)、pH3.52で は、20ro

g/Lを 必要 と した。 コクサ ッキー-B5はpH2.76が 最適pHで あった。pH2.4以 下ではC1・ の

生成 によ り,次 亜塩素酸 と次亜塩素酸イオ ンの平衡 系は成立せず、多 くの菌株 に対 し即効

的な殺菌効果の低 下が認 められ た。以上 より,強 酸性電解水 の最 も有効なpH領 域は,pH2.7

～pH3 .5と 考 え られ た。
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